
 

 

 

 

 

 

 

 

 

笑顔の魔法 
                                校 長  川 本  卓 

 

６月を振り返ってみた時、私にとって「笑顔」について考えさせられる体験やニュースが多く

あったような気がしています。そのうち２つほど、簡潔に紹介します。１つ目は、都会に出張に

行った際の電車内の出来事です。満員電車でキャリーケースとリュックサックを持っていた私は、

電車の揺れに思わずふらついて、キャリーケースを手から放してしまい、前にいた２人の乗客に

軽くぶつけてしまいました。もちろん私の不注意のため、すぐに謝りました。一人の方は、か

なり怪訝そうな顔で睨みつけてこられました。もう一人の外国人の方（英語で家族と話していた）

は、にこっと笑って、「大丈夫、気にしないで」と返してくれました。気分がすっと楽になった

のをよく覚えています。  

２つ目は、先日亡くなったミスターこと長嶋茂雄さんに関することです。私は現役時代の姿は

知りませんが、なぜあれだけ人気があったかといえば、やっぱりあのユーモアとみんなの気持ち

を和らげる笑顔のせいではないかと思います。監督や評論家時代にも確かに、人と話している時

は常に笑顔を見せていた印象があります。 

私の今の立場からいえば、子どもたちが毎日

笑顔で学校に登校し、笑顔で過ごし、笑顔で帰

宅することを願いたいものです。笑顔になるこ

との効果（よいこと）にはどのようなものがあ

るのでしょうか？ある本には以下のようなこと

が書かれていました。 

こう見ただけでも、かなりの効果があることがわかります。ただし、何かきっかけがないと笑

顔になろうにもなれないと思われます。ただ、数年前に時々テレビで流れていたお菓子メーカー

のコマーシャルで「幸せだから笑うのではなく笑うから幸せになれる」というフレーズがありま

した。自然に笑顔が出ることはもちろん素晴らしいことですが、敢えて「笑顔でいよう」と意識

することも大切なのかもしれません。日々の生活の中で実践していきたいものです。 

前述したコマーシャルの中では、「子どもは１日400回笑う、大人になると15回に減る」という

ハッとさせられるようなフレーズも出てきます。子どもたちを笑顔にする支援を行っていきたい

我々大人がまず、笑顔で毎日過ごすことが大事なのだと思います。1学期も残りが少なくなってき

ました。全員が満面の笑顔で夏休みに入れるよう、しっかりとまとめを行っていきたいと思いま

す。 

 

 考える子  助け合う子  元気な子 

令和７年７月１日 

コミュニティ・スクール 

田布施町立麻郷小学校 

田布施町大字麻郷 2258 

(０８２０)－５２－２２１０ 
あい（会 合 愛）でつながる 幸せな学校 

・免疫力がupする（病気になりにくい） ・ストレスが解消する  ・消化が良好になる  

・コミュニケーション能力が上がる   ・笑顔が伝染してその場の雰囲気がよくなる 

☆ホームページで学校の様子をお伝えします。 
 麻郷小学校のホームページで学校の様子を発信しています。 

お時間がある時に、パソコンやスマホでちょっとご覧になってください。              

右のＱＲコードからページに入れます。 



 

１１(月) 山の日 

１３(水)～１５(金) 学校閉庁日 

２３(土) 登校日 

ＰＴＡ親子環境美化作業 

２５(月) 振替休業日 

  

天候にも恵まれ、５月３１日（土）に無事開催すること

ができました。今年度は、田布施町７０周年記念競技『み

んなで大玉ころがしーね！７０「あい」のリレー』にも、

たくさんの保護者の皆様や地域の方にご参加いただき、子

どもたちにとっても、楽しい運動会になったようです。子

どもたちへのあたたかいご声援と心配りをたくさん感じる

ことができた春の大運動会でした。 

 運動会に向けた１Pの草刈り・草集めに、テント張り、

当日おやじの会の方の朝早くからの駐車場整理や１Pの当

日支援、大勢のボランティアによるテントや机・いすの後

片付け、中学生によるたくまるボランティア…本当にたく

さんの方々に支えられ、子どもたちにとって思い出に残る

最高の運動会となりました。ありがとうございました。 

 

  

 

６月１１日（水）には、「田布施町小中学校合同引き渡し訓練」にご協力

いただき、ありがとうございました。訓練後いただいた振り返りについて、

課題として、有事に備えたいと思います。 

また、６月２３日（月）には、不審者対応避難訓練を行いました。不審者

侵入という非常事態に対し、児童の安全確保を第１に考えて行動するよう、

          事前指導を行いました。ただし、今回は日時を伝えず、常に有事に備え、放

          送をよく聞いて行動する習慣を促しました。 

柳井警察署から２名の指導者を招き、不審者役の警察官と対峙する訓練の

中で緊急場面での十分な対処の仕方を学びました。教職員、児童それぞれに

課題が見えた訓練となりました。 

互いの命を守るための行動がとれる子どもたちに成長できるよう日々の指

導を充実させ、今後も、安心・安全な学校づくりをめざします。  

 

 

  

６月２４日（火）に１～４年生が、６月２７日（金）は５・６年生が、水泳学習の一環として

着衣水泳を行いました。服を着て水に入ることで動きにくさを体感したり、ビート板を使って浮

く大変さを体験したりしました。これからますます暑くなり、川や海に近づく機会もあるかと思

いますが、今回の学習で水のこわさを体感することができたと思います。不用意に水に入らない

こと、いざというときに身を守る行動がとれ

ることを願っています。一番はいざというこ

とがないことですが。 

 

 

１(月) 始業式 給食開始 

２(火) ベルマーク収集日 

３(水) 委員会活動 

４(木) 作品展 参観日(２校時) 

５(金) 作品展  

１０(水) 成器塾 

１２(金) 読み聞かせ 

１５(月) 敬老の日 いこいの日 

１７(水) クラブ活動 

２１(日) 秋の交通安全県民運動(～３０日) 

２３(火) 秋分の日 

２４(水) 成器塾 １P活動（除草作業） 

９月の行事予定 

８月の行事予定 

バリケードをつくり

身を潜めて命を守

る子どもたち 


